
　
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
衆
議
院
に

続
い
て
自
民
・
公
明
が
過
半
数
割
れ
に
追

い
込
ま
れ
ま
し
た
。
物
価
高
騰
へ
の
有
効

な
対
策
も
示
さ
ず
、
金
権
腐
敗
、
社
会
保

障
切
り
捨
て
で
、
切
実
な
国
民
要
求
に
背

き
続
け
る
石
破
自
公
政
権
に
厳
し
い
審
判

が
下
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
一
方
、
選
挙
戦
で
は
、
根
拠
の
な
い
デ

マ
や
嘘
で
外
国
人
を
敵
視
す
る
排
外
主
義
、

女
性
蔑
視
、
差
別
と
分
断
、
偏
見
を
あ
お

る
言
動
、
演
説
が
公
然
と
行
わ
れ
、
排
外

主
義
を
扇
動
す
る
勢
力
が
伸
長
す
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
公
の
議
席
減

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
民
主
、
参
政
な

ど
の
議
席
増
に
よ
り
、
改
憲
派
の
議
席
が

３
分
の
２
を
超
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

明
文
改
憲
へ
の
新
た
な
動
き
に
警
戒
を
強

め
、
と
り
く
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
石
破
首
相
退
陣
で
、
自
民
党
は
総
裁
選

に
明
け
暮
れ
混
乱
を
極
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
参
議
院
選

挙
で
示
さ
れ
た
国
民
要
求
の
実
現
で
す
。

臨
時
国
会
の
早
期
開
会
、
消
費
税
減
税
、

社
会
保
障
の
充
実
、
継
続
審
議
と
な
っ
て

い
る
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
実
現
を
求

め
、
運
動
を
強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

折
し
も
、
年
末
の
閣
議
決
定
に
向
け

て
、
第
６
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

（
以
下
、
計
画
）
の
策
定
作
業
が
、
い

よ
い
よ
佳
境
に
入
っ
て
い
ま
す
。
８
月

26
日
に
は
、
「
第
６
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的

考
え
方
（
素
案
）
」
が
発
表
さ
れ
、
９

●
実
効
あ
る
第
６
次
基
本
計
画
を

●
秋
の
臨
時
国
会
は
要
求
実
現
の
場

月
15
日
を
締
め
切
り
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
公
聴
会
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
排
外
主
義
と
一
体
の
も
の
と
し
て
現
れ

て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
に

抗
し
て
、
憲
法
と
女
性
差
別
撤
廃
条
約
に

も
と
づ
き
、
昨
年
10
月
の
女
性
差
別
撤
廃

委
員
会
か
ら
の
勧
告
を
生
か
し
た
計
画
と

な
る
よ
う
、
幅
広
い
女
性
の
共
同
の
と
り

く
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

婦団連「女性蔑視、ジェンダーバックラッシュを許さない緊急宣伝」
約5０人参加

御茶ノ水駅前 ： 25年7月17日

婦団連とOPCEDAWアクション東京：後楽園駅前

７
・
25
女
性
の
権
利
デ
ー

　

女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
１
９
８
５

年
７
月
25
日
に
発
効
。選
択
議
定
書

の
早
期
の
批
准
、
総
括
所
見
の
実
施

を
求
め
る
行
動
を
全
国
で
と
り
く
ん

で
い
ま
す
。

い
の
ち
、く
ら
し
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

要
求
実
現
運
動
を
強
め
、共
同
を
広
げ
よ
う
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